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　7月2日（殉、ユーモール内にオープンした中里村インフォメーションセンター「縄文の

駅」は、中里村のさまざまな情報の発信・受信の場として開設されました。

　観光情報、特産品情報など、村外に向けての情報発信だけでなく、ヒューマン情報（個

人教室の案内や活動団体の紹介など）や、あの日の中里コーナー（中里村の歴史や懐かし

い風景の展示）などのような、村内住民の方々にも役立ち、楽しめる場となっており、ま

た、センター内に設置してあるパソコンは常時インターネットに接続し、自由に利用でき

るようになっています。

　なお、「縄文の駅」では皆様からの情報を随時受付けています。ヒューマン情報、あの

日の中里コーナー（懐かしい風景の写真など）の情報がありましたらお寄せください。

◆連絡先㈱なかさと　倉63＿4822
◆ホームページ　http：／／www．nakasato－21．com
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㊥医療保険分 H13 H14
所　得　割　額 5．25％ 6．00％

試　　算　　割 28．00％ 29．00％

被保険者均等割 28，000円 27，500円

世帯平等割額 32，000円 31，000円

㊥介護保険分 H13 H14
所　得　割　額 0．55％ 0．55％

試　　算　　割 4．37％ 4．37％

被保険者均等割 5，700円 5，700円

世帯平等割額 3，500円 3，500円

※今回の改正はありません。

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
鑛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卑

　
平
成
1
4
年
度
の
保
険
税
率
が
6
月
議
会
の
議
決
を
経
て

左
記
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
税
率
は
、
そ
の

年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
国
、
県
の
補
助
金
、
被
保

険
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
な
ど
を

除
い
た
部
分
が
保
険
税
と
し
て
算
出
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に

保
険
税
率
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
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平成14年度国民健康保険税（医療保険分＋介護保険分）の計算方法は？

医療保険分 介護保険分（40歳～64歳の人＝第2号被保険者）

①所得割額　600％　　　　　　　　　　　　　　　　　①所得割額　0．55％

（被保険者の総所得金額一基礎控除額）×6500％　　　　　　（第2号被保険者の総所得一基礎控除額）×055％

②資産割額　29↓00％　　　　　　　　　　　　　　　　　②資産割額　437％

③灘薯鷹資灘％　尋③覆鱗購累固欝驚37％
被保険者数×27，500円　　　　　　　　　　　　　　　　　第2号被保険者数×5，700円

④世帯平等割額　31，000円　　　　　　　　　　　　　　　④世帯平等割額　3，500闇

1世帯で31，000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一世帯で3，50⑨円

※医療保険分一世帯の課税限度額は53万円です。　　　　　※介護保険分一世帯の課税限度額は7万円密す。

爆嚥磁講紬戯藏馳趣

　儂縢誕莚漫鯉
国民健康保険税を1年間滞納すると、国民健康保険の被保

険者証を返還しなければなりません。

災害・その他で保険税を納められない特別な事情がある

ときは、役場に届け出てください。届出をしないで1年間滞

納した場合は、被保険者証を返還し、そのかわりに資格証明

書が交付されます。資格証明書で病院にかかる場合

は『全額』を支払わなければなりません。

私たちは日頃健康でも、いつ、どんなときに、ケガや病気

をするか分かりません。国保（国民健康保険）はそんなとき

に備え、加入者の皆さんが普段からお金を出し合って医療費

に充てる助け合いの制度です。

国保税は国保の大切な財源です。一人でも保険税を納めな

い人がいると国保制度が成り立ちません。保険税を滞納する

ことなく、速やかに納期限までに納入しましょう。

さ
れ
ま
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国保税は国保を運営してゆく

　ための重要な財源です。
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清
津
川
の
上
流
湯
沢
町
地
内
に
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
清
津
川

ダ
ム
に
対
し
て
、
国
土
交
通
省
で
は
昨
年
7
月
か
ら
民
間
の
有
識
者

に
よ
る
専
門
委
員
会
を
組
織
し
、
建
設
の
是
非
に
つ
い
て
審
議
を
重

ね
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
委
員
会
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
調
査
の
中
止
の
答
申
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
長
山
本
茂
穂

　
先
般
七
月
五
日
、
国
土
交
通
省
が
清
津
川
ダ
ム
の
建
設
の
実
施
調

査
継
続
の
是
非
に
つ
い
て
、
学
識
者
八
人
に
よ
る
専
門
委
員
会
に
諮

問
さ
れ
、
環
境
面
沸
治
水
・
利
水
面
、
投
資
的
効
果
、
財
政
面
等
あ

ら
ゆ
る
面
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
現
在
の
社

会
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
調
査
の
継
続
は
適
当
で
は
な
い
、
つ
ま

り
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
、
答
申
が
国
土
交
通
省
に
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
勿
論
最
終
的
な
結
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
が
進

め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
し
た
溝
津
川
ダ
ム
建
設
に
極
め
て
大
き
な
示

唆
を
与
え
る
も
の
で
、
実
質
的
に
は
ダ
ム
の
建
設
は
不
可
能
で
は
な

い
か
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
ま
で
、
高
鳥
代
議
士
を
は
じ
め
国
会
議
員
の
方
々
、
反

対
運
動
に
樗
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
村
議
会
並
び
に
村
民
の
皆
様
、
ま
た

自
主
的
に
運
動
を
展
開
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
と
し
て
も
三
十
六
年
聞
も
建
設
の
準
備
を
さ
れ
て
き

た
経
緯
も
あ
り
、
簡
単
に
は
中
止
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
引
き
続
き
正
式
な
決
定
が
成
さ
れ
る
ま
で
反
対
の
運
動
は
展

開
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
指

導
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
金
融
機
関

A　　　
等
を
通
じ
て
個
別
に
収
め
て
い
た
だ
く
「
普
通
徴
収
」
の

2
通
り
が
あ
り
ま
す
。
年
間
で
い
く
ら
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

か
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

老
齢
年
金
が
年
額
侶
万
円
以
上
の
方

　
　
　
　
特
別
徴
鞭

年
金
の
定
期
払
い
（
2
・
4
・
6
・
8
・
1
0
・
1
2
月
）

介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

の
際
に
、

老
齢
年
金
が
年
額
1
8
万
円
以
上
の
方

　
　
　
　
醤
通
・
撒
鞭

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
基
づ
き
、
個
別
に
金
融
機
関
等
を
通

じ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
（
口
座
振
替
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
）
。

※
年
額
1
8
万
円
以
上
の
人
で
も
、
年
度
途
中
で
他
市
町
村
へ
引
っ

　
越
し
た
と
き
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
、
各
自
金
融
機
関
で
の

　
納
付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
Q
3
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

◆
普
通
徴
収
の
方
の
保
険
料
は
、
ロ
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　
保
険
料
を
普
通
徴
収
で
納
め
ら
れ
る
方
に
は
、
安
全
・
便
利
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
書
、
預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を
お
持
ち
の

う
え
、
指
定
の
金
融
機
関
へ
ど
う
ぞ
。

》駕

介
護
保
険
料
の
額
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
？

　
　
　
市
町
村
全
体
で
ど
の
程
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
に

A　　　
よ
っ
て
、
基
準
額
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
所
得
段

階
別
に
個
々
人
の
保
険
料
額
が
決
ま
り
ま
す
。

2あ かあ 非あ 課者あすあ
5な
0
万 た

NO

？な
　た
　は NO

課な
税た
での NO

税でなかな
で　’た？た
す世は　は

NO 円の 住 す世 か帯老　生
翻
で得

民
税
非

か帯
？全
　昌
　ノ　、

？全齢　活
　員福　保
　が祉　護

す年
か
？
額
●

課
税
で

が
住
民

住年　受
民金　給
税受　者

は す 税 非給　で

YES YES YES YES

3

段
　
階
　
　
計
算
方
法

第
1
段
階
　
基
準
額
×
α
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
段
階
　
基
準
額
×
7

　
　
　
　
　
　
　
　
0

第
3
段
階
　
基
準
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
4
段
階
基
準
額
×
2

　
　
　
　
　
　
　
　
1

第
5
段
階
基
準
額
×
b

こ
ん
な
と
き
は
…
？
（
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

A
こ
ん
な
と
き

こ
　
う
　
な
　
る

他
市
町
村
か
ら
引
越
し

を
さ
れ
た
方
は
？

そ
れ
ま
で
年
金
か
ら
天
引
き
だ
っ
た
人
も
、

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年
度
の
1
0
月

か
ら
ま
た
特
別
徴
収
に
戻
り
ま
す
。

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、

老
齢
福
祉
年
金
の
み
を

受
給
さ
れ
る
方
は
？

普
通
徴
収
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
老
齢
福
祉
年
金
か
ら
は
天
引
き

さ
れ
ま
せ
ん
。

年
度
途
中
で
6
5
歳
に
な

っ
た
方
は
？

老
齢
・
退
職
年
金
額
が
年
額
1
8
万
円
以
上
の

人
も
、
そ
の
年
度
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す

が
、
翌
年
度
の
1
0
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

年
金
受
取
り
を
6
6
歳

以
降
に
繰
り
下
げ
て
い

て
、
そ
の
年
の
4
月
2

日
以
降
に
受
け
始
め
た

方
は
？

老
齢
・
退
職
年
金
額
が
年
額
1
8
万
円
以
上
の

人
も
、
そ
の
年
度
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す

が
、
翌
年
度
の
1
0
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

特
別
徴
収
の
保
険
料
額

が
年
度
途
中
で
変
更
に

な
っ
た
と
き

減
額
に
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
普
通
徴
収
と

な
り
、
増
額
に
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
の
併
用
と
な
り
ま
す
が
、

翌
年
度
の
1
0
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
介
護
の
負
担
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
納

付
に
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報なかざと平成14年7月10日3



　
6
月
2
5
日
㈹
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
平
成
1
4
年
度
ト

キ
メ
キ
大
学
の
事
業
で
、
元
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
の
増
田
明
美
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
「
私
を
育
て
、
鍛
え
て

く
れ
た
も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
増
田
さ
ん
は
、
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

ナ
ー
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が

強
く
な
る
（
強
く
す
る
）
に
は
監
督

の
指
導
力
も
大
変
重
要
だ
と
し
、
「
監

督
が
私
の
性
格
を
よ
く
把
握
し
、
指

導
し
て
く
れ
た
か
ら
今
の
私
が
い
る

ん
で
す
。
」
と
語
り
、
ま
た
、
現
役

で
活
躍
し
て
い
る
選
手
や
監
督
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
も
し
ろ
お

か
し
く
話
し
な
が
ら
、
一
流
の
選
手
・

監
督
が
ど
う
い
っ
た
性
格
で
、
ど
の

よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
説

明
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
増
田
さ
ん
は
、
「
強
い
選

手
は
見
て
い
て
と
て
も
美
し
い
。
し

か
し
、
そ
の
強
さ
や
美
し
さ
を
手

に
入
れ
る
た
め
に
は
、
続
け
る
こ
と

が
大
切
」
と
語
り
、
「
自
分
と
い
う

人
生
の
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
を
、
自
分

ら
し
く
、
そ
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
話
し
ま
し

た
。

》
中
里
村
の
自
然
に
圧
倒
さ
れ
た
と

　
話
す
増
田
さ
ん

安
心
の
た
鐵
の

厳
し
い

　
　
練
習
の
矯
漂

　
6
月
3
0
日
㈲
、
津
南
町
卯
ノ
木
運

動
公
園
で
、
平
成
1
4
年
度
中
里
村
消

防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
行
わ

れ
、
各
集
落
の
消
防
団
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
集
落
別
の
部
（
総
合
得
点
）

　
優
勝
　
　
荒
屋

　
2
　
位
　
　
如
来
寺

　
3
　
位
　
　
市
之
越

自
然
の
申
を
養
糞
．

～
ラ
ン
ド
マ
慧
撫

　
　
　
　
　
　
　
ツ
灘
慧
獣
』

　
6
月
2
3
日
㈲
、
中
里
村
管
内
約
1
6

㎞
（
西
田
尻
～
田
代
間
）
の
道
の
り

を
、
自
然
の
景
観
を
楽
し
ん
だ
り
、

植
物
・
動
物
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら

歩
く
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
な
が
ら
も
思
い
思

い
の
雨
具
を
着
た
2
7
名
も
の
人
た
ち

が
集
ま
り
、
清
津
峡
ホ
テ
ル
せ
と
ぐ

ち
を
談
笑
し
な
が
ら
、
足
ど
り
軽
く

ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

◆
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

　
指
揮
者
　
江
口
浩
年
（
荒
　
屋
）

　
一
番
員
　
富
井
貴
幸
（
如
来
寺
）

　
二
番
員
　
吉
楽
寛
明
（
宮
　
中
）

　
三
番
員
　
山
田
武
彦
（
宮
　
中
）

》
競
技
の
様
子

聯
、
揺

灘
雛

ハ
ロ
ロ
ホ
リ
籔
懲

ホ
タ
ル

　
　
ウ
ォ
ッ
藤
雛
撚

　
6
月
2
9
日
㈹
一
、
清
津
峡
ホ
テ
ル
せ

と
ぐ
ち
周
辺
で
行
わ
れ
た
ホ
タ
ル
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
に
は
、
約
1
3
0
名
も

の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、

週
休
2
日
制
に
伴
う
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ

ー
野
外
学
習
の
一
環
で
行
わ
れ
た
た

め
、
小
学
生
や
そ
の
保
護
者
で
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
、
講
師
に
自
然
観

察
員
の
南
雲
敏
雄
さ
ん
を
招
き
、
ホ

タ
ル
の
生
態
や
自
然
の
大
切
さ
を
学

び
、
そ
し
て
幻
想
的
な
光
を
追
い
か

け
た
り
と
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん

で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
墜
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〉
熱
心
に
聞
く
子
供
達

　
　
　

　
鐵

麟灘
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第
2
回
に
向
け
て
作
品
制
作
本
格
稼
動
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
～
中
里
村
・
楮
之
山
町
編
～

　
来
年
開
催
さ
れ
る
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
て
作
品
制
作
や
住
民
説
明
会
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
制
作
は
今
年
の
夏
か
ら
除
々
に
姿
を
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
号
で
は
中
里
村
と
松
之
山
町
の
動
き
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
里
材

Σ
＞
ス
＞
ω
＞
」
‘
O

　
昨
年
の
公
募
候
補
地
だ
っ
た
重
地
集
落
で
は
、
公
募
の
当
選
作
家
山
田
良
・

綾
子
夫
妻
に
よ
る
材
料
集
め
が
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
山
田
夫
妻
の
作
品
プ
ラ
ン
は
「
Z
餌
ε
『
ρ
Z
o
ε
お
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
道

路
脇
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
色
の
つ
い
た
格
子
を
敷
き
、
草
花
の
伸
び
る
状
況

に
よ
っ
て
四
季
の
変
化
を
際
立
た
せ
よ
う
と
い
う
作
品
で
す
。

　
山
田
夫
妻
は
頻
繁
に
現
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
に
は
住
民
や
子
供
た

ち
を
交
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
か
れ
、
地
域
と
の
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
芸
術
祭
の
と
き
十
日
町
市
で
作
品
展
開
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
作

家
で
、
現
在
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
大
学
の
美
術
学
部
長
で
あ
る
ア
ン
・
グ
ラ
ハ

ム
さ
ん
の
作
品
は
、
中
里
村
田
代
の
七
ツ
釜
に
作
品
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
七
ツ
釜
の
大
蛇
伝
説
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
虹
色
の
へ
び
が
世
界
を
作
っ
た
と

い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
伝
説
を
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で
表
現
し
ま
す
。

　
こ
の
作
品
の
説
明
会
が
先
月
2
1
日
に
中
里
村
ユ
ー
モ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
50

人
の
住
民
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
既
に
地
元
・
田
代
集
落
で
2
回
の
住
民

説
明
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
製
作
の
際
、
住
民
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学

生
、
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
数
百
人
と
い
う
多
く
の
方
々
か
ら
参
加
し
て

欲
し
い
と
い
う
考
え
で
の
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
作
品
制
作
に
興
味
の
あ
る
方
は
中
里
村
企
画
観
光
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
倉
俣
集
落
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
カ
サ
グ
ラ
ン
デ
＆
リ
ン
タ
ー
ラ
（
二
人
組
）

が
釜
側
橋
の
近
く
に
自
然
・
農
業
・
工
業
を
テ
ー
マ
に
公
園
を
作
る
予
定
で
地

元
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
松
之
山
町
　
　
　
　
　
　
≧
＞
↓
ω
⊂
召
＜
＞
肇

　
池
尻
交
差
点
の
脇
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ョ
ン
・
ク
ル
メ
リ
ン
グ
さ
ん
が
、
案

内
看
板
を
兼
ね
た
2
0
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
巨
大
な
塔
を
建
設
し
ま
す
。
塔
に
は

ら
せ
ん
階
段
が
つ
い
て
い
て
途
中
に
4
つ
の
展
望
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
案
内
看
板
の
文
字
は
広
告
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
、
ト
ン
パ
文
字
を

日
本
に
紹
介
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
浅
葉
克
己
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
美
人
林
の
近
く
に
建
て
ら
れ
る
松
之
山
自
然
科
学
館
「
森
の
学
校
」
（
仮
称
）

は
来
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
工
事
が
着
々
と
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

建
物
と
一
体
と
な
っ
て
5
人
の
作
家
の
作
品
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
高
さ
3
0
メ
ー
ト
ル
の
タ
ワ
ー
の
内
部
に
は
、
宇
宙
線
を
感
知
す
る
と
光
る
数

千
個
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
参
観
者
が
移
動
し
な
が
ら
宇
宙

を
体
感
で
き
る
と
い
う
逢
坂
卓
郎
さ
ん
の
作
品
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
庄
野
泰
子
さ
ん
は
タ
ワ
ー
の
底
部
に
設
置
さ
れ
た
貯
水
井
戸
へ
湧
水
が
滴
下

す
る
音
を
体
感
す
る
と
い
う
作
品
を
設
置
し
ま
す
。

　
遠
藤
利
克
さ
ん
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
大
量
の
水
の
存
在
を
思
考
で
感
じ
取

る
作
品
で
す
。
現
在
巨
大
な
地
下
水
層
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
の
芸
術
祭
で
は
さ
木

を
再
現
し
た
川
俣
正
さ
ん
は
、

「
ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
」
と

い
う
継
続
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
に
つ
な

が
る
遊
歩
道
と
サ
ン
デ
ッ
キ
を
建

物
に
付
設
し
ま
す
。

　
第
1
回
の
芸
術
祭
に
も
参
加
し

た
笠
原
由
紀
子
さ
ん
は
「
メ
タ
モ

ル
フ
ォ
ー
ゼ
i
場
の
記
憶
1
」
と

い
う
作
品
で
我
々
が
普
段
か
ら
た

く
さ
ん
の
生
の
形
の
中
に
い
て
、

繰
り
返
さ
れ
る
生
と
死
の
姿
を
体

感
す
る
作
品
を
設
置
し
ま
す
。

1
日
雛
継
欝
拶
　
ワ
ヒ
ー

タ
ー
傭
麟
繕
㎜
繕
灘
室

◆
日
時
7
月
2
5
日
㈲

◆
内
　
容

　
「
家
族
で
楽
し
む
夏
の
中
華
料
理
」

・
な
す
と
挽
き
肉
の
薬
味
妙
め

・
揚
げ
豚
の
豆
腐
サ
ラ
ダ

◆
場
　
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
み
締
切
　
7
月
2
2
日
㈲

◆
申
込
み
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
◎
5
2
1
3
1
0
7

小
出
躾
獲
雛
綾
見
学
会

を
開
催
麟
叢
叢
纏

　
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
当
校
の
日
曜
参
観
日
に
合
わ

せ
、
学
校
見
学
会
を
計
画
い
た
し
ま

し
た
。

　
気
軽
に
来
て
、
見
て
、
語
っ
て
く

だ
さ
い
。
初
め
て
の
方
、
大
歓
迎
で

す
。◆

日
時
7
月
1
4
日
㈹

　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

◆
会
　
場

　
新
潟
県
立
小
出
養
護
学
校

◆
問
合
わ
せ

　
小
出
養
護
学
校

　
倉
0
2
5
7
9
1
2
－
5
4
1
2

広報なかさと平成14年7月10日5



がんきょう 饗勤

　　　　　　　　3つのRで暑みを減らそう阻
　　　　　　　ごみを減らすための3つのRから始まるキーワ」ドを知っていますか

・ll麗E篇講輔i』｝濃徽藝三☆講僻

R毬罐1まずはこみを減らそう旦

　ごみを減らす一番簡単な方法は、ごみを出さないことです。

徹底的にごみとして捨てる物を減らし、少しでもごみの減量に

協力しましよう。

・使い捨て商品の見直しを　便利な使い捨て商品は、最後には

　必ずごみになります。紙コップや紙皿、割箸など使う場所や

　目的に応じて考えて使おう。

・マイバックでお買い物　買い物袋は持参して、お店から袋は

　もらわない。

・過剰包装は断りましょう

・買う前に一考を

　　　何重にも包装してある商品はなるべく買わない。

すぐに飽きがこないか、他で代用できないか、本当に買う必要があるかもう一度考えて。

欝譜

　夢

R鯉用1使えるものは使いましょう！

　いらなくなったものをごみとして捨ててしまう前に、何かに使え

ないかを考えて見よう。自分ではいらなくても、他に必要としてい

る人がいることもあります。リュースは、一番コストのかからない

リサイクルといえます。

・まわりで必要としている人に譲ろう。

・別な用途を考えよう。

・修理してもう一度使おう。故障や破損しても修理をして使おう。

・詰め替え商品を利用しよう。シャンプ、洗剤、など詰め替えて

　使おう。

R翫響1乙みはきちんと分別してリサイクルしましょう1

　ごみを減らし、何度も再使用した結果、どうしても残ってしまった

ものの最後の手段がリサイクルです。

・リサイクルには、ごみを減らすだけではなく、資源の節約、地球温

暖化の防止など、地球環境にやさしい効果がたくさんあります。

・リサイクルをすればそれだけごみの発生量も減り、清掃工場から排

　出される二酸化炭素量や各種汚染物質の量が少なくなります。二酸

化酸素の減少は、地球温暖化防止にもつながります。

・また、確保するのが困難な埋め立て地の寿命も長くなりますし、貴

重な税金でまかなわれているごみ処理費用も節約できます。一

家庭用生ゴミ処理器（コンポスト）及び一般家庭用E　M菌（ボカシ）の補助事業があります。

購入ざれた方は領収書と印鑑を持参くだざい。、1／2（半額補助）を行います。

詳しくは役場環境課に問合せくだざい。
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田
代
林
道
三
多
古
山
・
峰
越
線
沿
い
の
一
角
に
、

ブ
ナ
の
苗
木
を
植
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
私
た
ち
の
植
え
た
ブ
ナ
の
木
が
清
津
川
・
信
濃

川
の
一
滴
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　
中
里
村
の
自
然
に
、
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
　
時
　
7
月
1
4
日
㈹
　
午
前
8
時
集
合

　
午
前
中
作
業
終
了
予
定
　
※
雨
天
決
行

◆
集
合
場
所
　
田
代
七
ツ
釜
の
上
の
駐
車
場

◆
持
ち
物
ス
コ
ッ
プ
・
ト
ウ
ガ
な
ど
の
穴
掘
り

　
道
具
・
軍
手
・
1
～
2
4
の
水

◆
問
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　
当
日
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
事
前
に
ご
連

　
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
清
津
川
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
倉
6
3
－
3
7
6
1
　
藤
ノ
木
信
子

地域振興と大地の芸術祭を考える会

・》お麟の墨ぽ謹灘鰺鱈総葦霧》

◆日　　時　7月12日（金）午後6時30分～

◆場　所
　・星の広場（ミオン駐車場脇河川敷）：バーベキュー

　・宮中の公民館：話し合い

◆懇親会費　2，000円

　　　（手料理など1品ご持参いただければ幸いです。）

◆主　　催　里創プラン大地の芸術祭「虹の会」（仮称）

◆問合わせ先　企画観光課　盈63－3111

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
開
講
内
容
　
W
o
r
d
で
始
め
る
I
T
生
活

．

鐵
灘
灘
灘
灘
灘
灘
灘
　
糖
嚢
灘
鯖
つ
け
た
蔓
字

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
主
催
の
「
学
校
開
放
講
座
」
　
　
や
い
ろ
い
ろ
な
形
に
加
工
し
て
、
楽
し
い
案
内
状

を
左
記
の
内
容
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
や
P
O
P
広
告
・
手
紙
な
ど
を
作
り
ま
す
。

◆
計
画
母
体
　
津
南
高
等
学
校
情
報
管
理
委
員
会
　
　
　
◆
募
集
人
数
　
3
0
名
（
先
着
順
）

◆
開
講
期
間
7
月
2
9
日
㈲
～
8
月
2
6
日
㈲
　
　
◆
対
象
パ
ソ
コ
ン
経
験
者

　
　
　
　
　
　
毎
週
月
．
水
・
金
曜
の
3
回
実
施
　
　
　
◆
応
募
締
切
　
7
月
憶
日
”
“
岡

◆
時
　
　
間
　
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分
　
　
　
　
　
　
　
◆
教
材
費
　
1
，
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
1
回
2
時
間
3
0
分
　
合
計
2
5
時
間
　
　
　
◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

◆
開
講
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
立
津
南
高
等
学
校

　
新
潟
県
立
津
南
高
等
学
校
　
情
報
処
理
室
　
　
　
　
　
　
a
6
5
1
2
0
6
2

平成14年5・6月／入／札／結／果／

韮　　禦　　名 場癬 王蓼藁 講藁業者

特定環境保全公共下水道事業下委補第14－1－1号管渠設計委託 重　地 7，350，000円 （株）中央設計技術研究所

特定環境保全公共下水道事業下委補第14－2－1号管渠設計委託 堀之内～新屋敷 15，750，000円 中日本建設コンサルタント（株）

特定環境保全公共下水道事業下委補第14一一3－1号管渠設計委託 本屋敷 6，090，000円 （株）十　日　町　測　量

特定環境保全公共下水道事業下補第14－1号（1工区）汚水管渠新設工事 山　崎 79，800，000円 高　　幸　　建　’設　　（株）

特定環境保全公共下水道事業下単第14－410号（1工区）汚水管渠新設工事 宮　中’ 5，985，000円 （有）　宗　　家　　土　　建

簡易水道事業中央地区配水管布設水道1工区 山　崎 1，764，000円 （有）　信　　濃　　設　　備

簡易水道事業倉俣芋沢地区配水管布設替下補3・4工区 倉俣 5，250，000円 大　　村　　建　　設　　（株）

特定環境保全公共下水道事業下委補第14－308号（3工区）管渠新設工事 倉俣 10，815，000円 大　　村　　建　　設　　（株）

特定環境保全公共下水道事業下委補第14BO8号（5工区）管渠新設工事 倉俣 10，185，000円 （株）　三　　高　　土　　木

特定環境保全公共下水道事業下委補第14－308号（6工区）管渠新設工事 倉俣 11，917，500円 （有）正喜屋建設工事

簡易水道事業中央地区配水管布設水道2工区 田　沢 8，400，000円 （有）倉俣住宅設備
コミュニティ助成事業田沢本村集落コミュニティセンター建築工事 田　沢 28，875，000円 沢　　田　　屋　　建　　築

村道維持修繕事業桂集落神社裏水路修繕工事 桂 1，522，500円 大　　隆　　建　　設　　（株）

緊急地方道路整備事業村道総合センター通り線消雪パイプ工事 上　山 14，910，000円 （株）　　植　　　木　　　組

特定環境保全公共下水道事業下委補第14－102号（2工区）汚水管渠新設工事 通り山 4，200，000円 南　　雲　　産　　業
特定環境保全公共下水道事業下委補第14－415号（10工区）汚水管渠新設工事 宮　中 5，880，000円 （有）　山　　田　　建　　設

簡易水道事業貝野地区配水管布設替下補10工区 宮　中 2，740，500円 （有）　樋　　口　水　　道

村道改良事業村道東田尻山手線改良工事 東田尻 3，990，000円 高　　幸　　建　　設　　（株）

普通河川整備事業小出大松沢（河川）横断溝修繕工事 小　出 3，255，000円 （有）　星　　野　　建　　設

7　　広報なかさと平成14年7月10日



闘國覇圏
　　　基本健康診査事後指導会の開催について

基本健康診査事後指導会を下記日程で開催いたします。指導会に参加し、ご自身の健康管理にお

役立てください。（個別相談30分位で終了です。）

なお、国保人間ドックを受診された方で相談を希望する方は、結果を持参の上参加してください。

平成14年度　基本健康診査事後指導会日程表

月　日 受付時間 会　　場 対象集落
持って
くる物

7月23日
　（火）

9：00～10二〇〇 宮中集落開発センター 宮中

健
康
手
帳
●
筆
記
用
具
●
必
要
な
人
は
眼
鏡
等

10二30～11二30 堀之内集落開発センター 新屋敷・本屋敷・堀之内

13：30～14：30 荒　　屋　　公　　民　　館 荒屋

15：00～16二〇〇 通　り　山　公　民　館 通り山・桔梗原・芋川新田

13：30～14：30 芋　　沢　　公　　民　　館 芋沢

7月24日
　（水）

9二〇〇～9：30 程島農業構造改善センター 程島

10二〇〇～11二〇〇 東田尻開発センター 東田尻・西田尻

9二30～10二〇〇 旧　十　　倉　　分　　校 土倉・倉下

13二30～14二30 清津峡小学校体育館 角間・葎沢・小出・西方

13二30～14二〇〇 市之越農作業休憩施設 市之越

14：30～15：00 鷹　　羽　　集　　会　　所 鷹羽

7月25日
　（木）

9：00～9二30 白羽毛ふれあいセンター 白羽毛

10二〇〇～11二〇〇 朴木沢集落開発センター 高道山・朴木沢・朴木沢新田

9二30～10二30 清田山集会センター 清田山

14二〇〇～15二〇〇 倉俣集落センター 倉俣

7月26日
　（金）

9：00～9二30 桂集落開発センター 桂

10二〇〇～11：00 干溝集落開発センター 干溝・小原

9二30～10二30 東田沢構造改善センター 東田沢・豊里

13二30～14二30 田代生活改善センター 田代

15二〇〇～15：30 下山多　目　的施設 下山

13二30～14二30 重地構造改善センター 重地

15二〇〇～16二〇〇 芋　　川　　公　　民　　館 芋川・原町・新里

7月30日
　（火）

9：00～11二〇〇 保　健　セ　ン　タ　ー 如来寺・田中

13二〇〇～15：00 保　健　セ　ン　タ　ー 山崎・上山・田沢

※予定日に都合の悪い方は、7月30日保健センターにいらしてください。

※上記日程で都合が悪く、健診結果について聞きたい方は、

中里村役場民生課保健衛生係（盈63－3111内線125）まで問い合わせてください。

拶

繍縣

小林穂乃夏ちゃん（1歳）⑳

秀朝・有美さん夫妻の長女（東田尻）

ネコが大好きな穂乃香ちゃん。散

歩のときや．テレビなどでネコを
見つけると、触りたくて「ニャー
ニャー」と呼びます。

　1歳の誕生日には￥2、3歩しか
立って歩けなかったけれども、1日

1歩ずつ増えていくようになり．今

では元気に歩きまわり、あっちこっ

ちからいろいろなものを持ってきて

は置いていきます。

お母ざんはそんな穂乃香ちゃんに

r元気で素直な子になってね」と話

していました。

灘　
　
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
墾
騒
7
月
か
ら
9
月
が
ピ
ー
ク
で
す

　
高
温
多
湿
の
日
本
の
夏
は
、
食
中
毒
菌
の
絶
好
の
増
殖
シ
ー
ズ
ン
。
こ
の

季
節
は
、
と
く
に
衛
生
に
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
手
も
と
に
食

品
が
届
く
ま
で
の
ど
こ
か
で
衛
生
状
態
が
悪
い
と
、
食
中
毒
菌
が
増
殖
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
家
庭
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
卵
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
最
近
、
卵
や
ト
リ
肉
が
原
因
と
な
っ
た
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
に
よ
る
食
中
毒

が
増
え
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
買
う
と
き
は
生
食
用
の
表
示
と
賞
味
期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
冷
蔵
庫
に
保
存
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

③
調
理
直
前
に
割
る
よ
う
に
し
、
加
熱
す
る
と
き
は
十
分
に
。

④
賞
味
期
限
内
に
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
食
の
場
合
、
食
べ
る
直
前

　
に
割
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
調
理
が
始
ま
っ
て
か
ら
2
時
間
以
内
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
の
食
事
は
気
を
つ
け
て

　
食
中
毒
患
者
数
は
子
ど
も
が
大
人
の
3
倍
～
5
倍
も
多
い
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
。
家
庭
で
同
じ
も
の
を
食
べ
て
大
人
は
何
の
症
状
も
出
な
か
っ
た
の

に
、
子
ど
も
は
発
病
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
大
人
よ
り
抵
抗
力
が
な
い
の
で
、
食
事
も
生
も
の
や
卵
な
ど
に

は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
食
中
毒
の
疑
い
か
あ
る
と
き
は

　
す
ぐ
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
素
人
判
断
で
、
下
痢
止
め
や

吐
き
気
止
め
を
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

◎
応
急
手
当
の
し
か
た

・
嘔
吐
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
吐
か
せ
る

・
安
静
に
さ
せ
る

・
寒
が
る
と
き
や
手
足
が
冷
え
て
い
る
と
き
は
、
あ
ん
か
や
湯
た
ん
ぽ
で
保

　
温
す
る

・
熱
が
あ
る
と
き
は
、
氷
ま
く
ら
を
あ
て
る

・
嘔
吐
し
た
と
き
、
下
痢
が
激
し
い
と
き
は
、
水
分
を
補
給
し
て
脱
水
症
状

　
を
防
ぐ
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新
潟
県
不
妊
專
門
相
談

セ
ン
タ
響
の
お
知
ら
せ

　
不
妊
等
で
お
悩
み
の
方
に
専
門
医

師
が
個
別
に
面
接
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◎
新
潟
大
学
医
舗
部
購
属
病
院
嚢
場

◆
場
所

　
新
潟
大
学
医
師
部
附
属
病
院
産

　
科
婦
人
科
（
新
潟
市
旭
町
通
1
－

　
7
5
4
）

◆
面
接
相
談
日
　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
4
時
～
6
時

◆
同
病
院
産
科
婦
人
科
学
教
室
に
事

　
前
予
約
が
必
要
で
す
。
（
予
約
受

　
付
H
平
日
1
0
時
～
1
6
時
）

　
倉
0
2
5
1
2
2
5
1
2
1
8
4

◆
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
。。
o
O
き
◎
ヨ
3
●
巳
一
αo
象
餌
－
⊆
●
霧
む

◎
繋
叢
囎
巣
購
院
套
場

◆
場
所

　
県
立
中
央
病
院
産
婦
人
科
（
上
越

　
市
新
南
町
2
0
5
）

◆
面
接
相
談
日

　
毎
月
第
1
木
曜
日
午
後
1
時
～
3
時

◆
同
病
院
産
婦
人
科
外
来
に
事
前
予

　
約
が
必
要
で
す
。
（
予
約
受
付
H

　
平
日
1
3
時
か
ら
1
6
時
）

　
倉
0
2
5
5
1
2
2
－
7
7
1
1

愛
の
献
血
助
紛
合
い

　
　
　
　
　
　
運
動
嚢
施
中

　
皆
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
事

故
に
あ
わ
れ
た
り
し
た
と
き
の
治
療

に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
、
す
べ

て
皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
で
得
ら
れ

た
血
液
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
保
存
の
で
き
な
い
血
液
を
1

年
を
通
じ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
継
続
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
献
血
バ
ス
が
各
市
町

第
5
回
繋
日
晦
矯
正
展

◆
日
　
時

・
7
月
2
7
日
出
　
1
0
時
～
1
6
時

・
7
月
2
8
日
㈹
　
m
時
～
1
5
時

◆
場
　
所

　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

村
を
巡
回
し
て
い
る
ほ
か
、
3
箇
所

の
献
血
ル
ー
ム
で
毎
日
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
血
漿
成
分
の

み
を
採
血
す
る
成
分
献
血
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
全
血
献
血
に
比
べ
て
体

へ
の
負
担
が
軽
く
済
む
と
と
も
に
、

よ
り
多
く
の
血
漿
成
分
を
献
血
す
る

こ
と
が
で
き
、
血
液
凝
固
因
子
製
剤

等
の
製
造
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
血
液
製
剤
の
安
全
性
の
確
保
の
た

　
め
、
H
－
V
等
の
検
査
目
的
の
献

　
血
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簸

◆
催
事
内
容

　
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
（
家

　
具
・
革
製
品
・
木
彫
製
品
な
ど
）

◆
主
催
新
潟
刑
務
所

◆
問
合
せ
先

　
新
潟
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

　
◎
0
2
5
1
2
8
6
1
5
6
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

　
温
泉
施
設
星
期
営
業
時

　
間
延
長
の
お
知
6
せ

　
　
温
泉
施
設
の
夏
期
営
業
時
間
を
、

　
次
の
よ
う
に
延
長
い
た
し
ま
す
。

　
　
ナ
イ
タ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の

　
後
、
会
合
の
後
な
ど
、
ひ
と
風
呂
浴

　
び
に
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
◎
謎
オ
ン
癒
か
さ
と

　
◆
延
長
期
間

　
　
7
月
2
0
日
～
8
月
釧
日
（
4
2
日
間
）

　
◆
営
業
時
間

　
　
午
前
扮
時
～
午
後
H
時
3
0
分

　
　
（
最
終
入
館
　
午
後
H
時
）

　
◎
ゆ
く
捲
妻
脊

　
◆
延
長
期
間

　
　
8
月
m
日
～
8
月
1
8
日
（
9
日
間
）

　
◆
営
業
時
間

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
m
時

　
　
（
最
終
入
館
　
午
後
9
時
3
0
分
）

難

轟
　
　
p
難
欝

轡
灘
．

幽

矯｛富礪ゆ叢｝荒屋

献｛藤ノ木袈論小出

繍南雲齢堀之内

輪｛清裡貰畑尻

濃灘
雛

小　　原

十日町市

屋
山

荒
上

｛服部公彦
庭野和美

｛山崎喜久一郎

田村晶子

鑑
冒

　
　
難
、

　
　
懸

鈴木テル（95）荒　屋

徳井タケ（93）堀之内

大島幸作（76）芋川新田

佐藤文次（74）上　山
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てくだざい。

今月の納税と振替日

（7月31日）

（7月31日）

（7月31日）

（7月31日〉

－（7月25日）

税
税
税
税
道

　
　
　
険

民
　
　
　
　
　
水

　
保
保
育

県
　
　
　
　
　
下

　
　
　
護

村
国
介
保
上

口
■
■
■
・

雛灘嚢灘灘灘灘
　縣灘鱗鯛叢繋講

灘交通事故件数………………13件

灘死　　　　者………・・………・1人

灘傷　　　　者………………16人

馨死亡事故ゼロ………一…195日

広報なかざと平成14年7月10日9
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／7月15日～8月5日＼
暮～しの1内しングー

15（月）

16㈹

17㈱
補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：00受付

18㈲
子宮がん検診・乳がん検診　固たかき医院
◎14：00～16：30受付

19㈹
心配こと相談（樋口虎治郎）固デイサー
ビスセンター　◎13：30～16：00
子宮がん検診・乳がん検診　固たかき医院
◎14：00～16：30受付

20㈲ ミオンふれあい祭固ミオンなかさと

21（日） ドーム中里き☆ら・ら定期投影　固ユー
モール　◎11：00～11：40

22（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

23㈹
子宮がん検診・乳がん検診　固たかき医院
◎14：00～16：30受付

24㈱

25㈲
子宮がん検診・乳がん検診　固たかき医院
◎14：00～16：30受付

26働
心配こと相談（南雲勝男）固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

27出

28（日）
ドーム中里き☆ら・ら定期投影　固ユー
モール　◎11：00～11：40
村民体育祭　固中里中学校グラウンド

29（月）

30㈹
子宮がん検診・乳がん検診　固たかき医院
◎14：00～16：30受付

31㈱

1㈲

2囲

心配こと相談（村山篤稔）　固デイサービ

スセンター　◎13：30～16：00
子宮がん検診・乳がん検診　固たかき医院
◎14：00～16：30受付

3仕）

4（日） ドーム中里き☆ら・ら定期投影　固ユー
モール　◎11：00～11：40

5（月）．

※変薦蝶愚場欝鰹訪燈謙叢．逡駕の際嫁確認蓬
　　　　　　　　　　　　　　欝願絃灘擁総諜。
、　◎四

6月末現在（）は前月比

男3，201人（±0）
女3，216人（一5）
計6，417人（一5）
　　1，697　　（・一　1）

●人ロ

●世帯数

を通して選挙や政治を考えるとてもためになるプ　
　
の

　
ロ
◆
　
を
ロ
◆
●
●
◆

・とは？

アーマに対し、「イエス」と「ノー」の立場から意見

をの表現力や論理的思考力により聴衆を説得するプ

缶方法）です。

rベートテーマ
務制にすべきか否か」

を引き下げるべきか否か」など

　新潟県選挙管理委員会・新潟県明るい選挙推進協議会

◆日　　程　　平成14年9月7日出～9月8日（日）〈1泊2日＞

◆場　　所　　ウェルサンピア新潟

◆参加費用　無料（宿泊費、会場までの交通費含む）

◆募集チーム　過去に青年講座に参加したことのない4～6人

　　　　　　　の若者で編成されたチーム

◆応募方法　　参加申込書（中里村選挙管理委員会にて配布）

　　　　　　　に必要事項を記入の上、申込んでください。

※特に年齢制限は設けませんが、年齢18歳以上30歳未満の者

　で編成されたチームを優先します。

◆問合わせ・申込み先

　中里村選挙管理委員会　倉63－3111

7／14

庭　野　医　院誉缶蒔謬

上　村　病　院鷺3重2㍑

冨
　 7／20
79

層

大　坪　医　院管箭堺・

7／21

田中外科医院聾苞蒔響

津　南　病　院鷺皇5扇3岬

7／28 たかき医院響筍蒔謝
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